平成31年3月22日（金）13:30～15:00　
仁淀川町1階会議室１B1C
地域ケア会議議事録
出席者:黒川係長、地域包括支援センター北川（司会）、掛水保健師、池川保健師中川保健師、
サポートセンターほのか藤原CM（事例提供者）、デイサービス池川大野、サポートセンタ
―ほのか掛水（サービス事業所）
傍聴参加：池川健康福祉課池畠、仁淀健康福祉課大野（真）、田村、サポートセンターほのか片岡CM、鈴木CM、今西CM、ぬくもり介護センター大野CM
アドバイザー：大崎診療所所理学療法士　北村真由美氏、地域歯科衛生士　野口あき氏　
高知県栄養士会新谷美智氏、高知県薬剤師会くろしお薬局佐川店村田さん欠席
（検討事項）
うつが少しずつ改善されてきてデイサービスの利用もできており良い兆候がみられてきているが、家事の自立や自分自身で外出や地域と関わることまでの改善ができていない状況と課題があるケースで、今後の自立支援に向けて専門的な立場からアドバイスをもらった。
（アドバイス）
○大崎診療所所理学療法士　北村真由美氏

デイサービスの利用に加えて、訪問リハビリも利用していきながら自宅の住環境の把握や必要に応じて環境整備を行いながら徐々に外出できるように支援して自信を取り戻していく。
○高知県栄養士会　新谷美智氏
赤・黄・緑バランスの良い食事（先日の６５安心講座で使用した資料）を意識的に摂る。ヘルパーさんも入っているので調理の支援の中で声掛けや冷蔵庫に貼って本人も意識をしてもらう。ビタミンも多く摂ること、外出や庭先の日光を浴びることでセロトニン（幸せホルモン）も分泌され情緒の安定や意欲にもつながっていく。
○地域歯科衛生士　野口あき氏　
食べる為には一番歯が大事。転倒予防にもつながる。歯の状態をきちんと確認して、歯の治療をどんな内容をしているか把握しておく。
越知町の訪問歯科診療が可能かどうか確認を。
○高知県薬剤師会くろしお薬局佐川店　村田氏（北川が代弁）
別紙参照。
○中央西福祉保健所立石　地域包括支援センター保健師　掛水

地域との関わりができるように民生委員や地域の保健師さんとも連携していく。
地域の資源を活かしたキラキラした目標設定をしてみてほしい。

（まとめ）
民生委員との連携と次回のサービス担当者会から地域の保健師もチームに加わり、上記の専門職からのアドバイスを取り入れて多職種協働で支援していく。
コミバスの利用ができれば家の前の坂道を自分で降りることができるようになったら自分で乗って大崎診療所等への外出もできる可能性もある。（コミバスの運行ルートを確認）
（地域課題）
○うつ病に対して地域の方の理解が希薄。
→地域の保健師が中心となり住民に対してのうつ病への理解を深めるための啓発活動や研修会等を検討していく。
